
 

の人権

の人権

 学  

  中学生 

  

は重大な人権 であることを知り、 の心 に り って、 化させ 、解 のた

め、 、自分にできることを考える。 

 の 

 ワークシート 

 ー トが できる （一人一 ） 

  

によって された 者の人権は、すでに各 ・中学校に の 「め み」

等を して、実際に された 者とその の心 を共感しながら考える場が く設定され

てきました。 

本ワークでは、 発 作 「 ー たちの い」 さんの （

0分）を して、自らの考えを他者と え合う活動を設定しています。 

本ワークとは に、 について 際社会でどのように受け止められている 考える 資料が

まとめられた ー ー を いて、（資料 ） 本  各 （ 、 ー ト 、

ー ）３ 本人 者  ４ 者  等の立場で を 際社会でどのよう

に受け止めている 考える活動も 定できます。動画を して考えたことを え合い、 し合う場を

設定する展開も考えられます。児童・生徒が できる動画は 0 上（各 分 度）あるため、４

人 度の ー で生徒が分 して 々の動画を し、内容と自らの考えを え合い、

が重大な人権 であることを 認識し、さらには 化させないことが大切であると気づ せる

も考えられます。 

   

 学 の    

導  

分 

学習の確認（３分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

しみにしていることや の に

ついて考える。 

のことが、 然「一生 わない」と

知ったらどう う ワークシートに

く。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ワークシートを する。 

・ い 間を けたり、記 させ

ることに力 を く必要はな

い。 

・ワークシート 

展開 

3 分 

ク （3 分） 

について 明を く。 ・ について に 明す

る。「 つて 本で 年 の中

学生が自らの意 ではなく、

然 ら き され、現在も

解 していない。」など。 
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が解 せ 、 もなお できて

いない がどのような いでいる

考えて く。 

発 作 「 ー

たちの い」 さんの

0分 を する。 

の 、 めて にあった

への いを く。 

人で考えたことを、 人 度の

ー で え合う。 し合いで た意

や感 を いて整理する。 

・ に り って考えた いを

くよう促す。 

・ さんの の 動

画をじっくりと するよう促

す。 

・生徒が自 の考えの 容を自覚

できるよう、 のどの

で、その いをもつにいたった

の を り るように促す。 

・ し合った らこそ、他者の考

えをどのように自らの考えと関

づけるの 、 に指導す

る。 

・資料  

まとめ 

0 分 

まとめ（ 0 分） 

・まとめを く。 

・この学習を通じて、自らができること

を いて考えをまとめる。 

・解 で した資料 の動画等

の内容を 取り れる。

・ は重大な人権 であ

ることを 認識させ、さらには

化させないために ができる

の について える。 

・解 のためと われても考えに

くいことが 定されるので、

「 化させないためにできるこ

と」など をす

る。 

参考資料など  

による 本人   本部 ー ー  

 

する動画（  本部 ー ー ） 

資料  

際発 ー 「 解 を求める 際社会の 」（ 本 ）動画（各 分 度） 

 

資料  

発 作 「 ー たちの い」 さんの  

 

・ は重大な人権 であると 認識し、さらには 化させないことを中心と

してまとめをする。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

 、 しみにしていることや の が、 然「一生
な

わない」と知ったらどのような いをもつ

と います 。 

 現在でも でき にいる
ら ち

者の は、どのような いでいる いてみまし う。 

３ 
ら ち

についての
うどく

を した 、 めて
ら ち

者の の いについて いてみまし う。 

４ ３について、 ー の し合いで た意 や感 を いてみまし う。 

 の学習を えて、この
ら ち

の解 について、あなたにできることを いてみまし う。 

ら ち

者等の人権を考える 
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